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ＷＧ発足後の会合開催状況 

▐ 発足時のＷＧの大日程（案） 

2012年度 2013年度 

２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q 

WG設立 

活動計画策定 

ＷＧ活動①活用領域、利用目的等の策定 

ＷＧ活動②Ｔｏ－Ｂｅモデルの作成 

ＷＧ活動⑥実証実験検討と提案書作成 

WG説明会(7/31) 

WGｷｯｸｵﾌ（8月29日） 

幹事会・総会向け報告 幹事会・総会向け報告 

次年度活動計画策定 

ＷＧ活動⑥実証実験 

幹事会・総会向け報告 

メンバー募集 

ＷＧ活動③Ｍ２Ｍモデルの作成 

ＷＧ活動④技術マップのガイド作成 

ＷＧ活動⑤データソースの検討 

活動計画改版 
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ＷＧの活動に向けた構成 

▐ 本ＷＧの活動に向けて、以下のような構成で対応していきます。 

 ＷＧ全体会合の配下にテーマ（領域）に応じたＳＷＧ（ＳｕｂＷＧ）を設定 

 アドバイザと他ＷＧ主査および他団体との連携も行う 

ＷＧ全体会合 

ＳＷＧ 

ＳＷＧ 

ＳＷＧ 

幹事（会） 

事務局 

アドバイザ 

他ＷＧ主査 

幹事 
 主査 日本電気（株） 奥屋 滋 
事務局 
 デロイト トーマツ コンサルティング（株） 八子 知礼、水上 晃  
 日本電気（株） 大島 哲也、佐藤 靖夫 

外部団体 
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WG発足後の会合開催状況 

▐ 会合等の開催状況 

 Ｍ２Ｍ・ビッグデータＷＧ 説明会 

  ２０１２年７月２１日 田町・三田ＮＮホール 

参加企業数：４０企業／団体・５８名 

 

 第１回会合 

２０１２年８月２９日 田町・森永ビル 

参加企業数：２９企業／団体・５０名  

 

 Ｍ２Ｍ・ビッグデータ シンポジウム 

２０１２年１０月２６日 田町・三田ＮＮホール 

参加企業数：２６企業／団体・５７名 

 

 第２回会合 

２０１２年１１月５日 田町・森永ビル 

参加企業数：２２企業／団体・３８名 
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Ｍ２Ｍ・ビッグデータＷＧ シンポジウム 

▐ ２０１２年１０月２６日 三田ＮＮホール 

 
 『M2M・ビッグデータと社会デザイン』  

東京大学 先端科学技術研究センター 教授 森川 博之様 

 『ビッグデータの利活用に係る総務省の取組』 

総務省 情報通信国際戦略局 融合戦略企画官 中村 裕治様 

 『IT融合新産業の創出に向けた経済産業省の取組』 

経済産業省 商務情報政策局 情報処理振興課 課長補佐 緒方 淳様 

 『クラウドの発展とインタークラウドの役割』 

慶應義塾大学 教授 青山 友紀様 （ジャパン・クラウド・コンソーシアム 副会長） 

 『ビッグデータビジネスの興隆』  

株式会社野村総合研究所 主任コンサルティング 鈴木 良介様 

 『先進事例に見る、ビッグデータ活用術とビジネス価値』 

日本オラクル株式会社 専務執行役員 三澤 智光様 

 『M2M・ビッグデータと新たなICT社会』 

日本電気株式会社 副事業本部長 奥屋 滋 （M2M・ビッグデータWG 主査） 

 『ビッグデータビジネスへの期待と課題』 

デロイト トーマツ コンサルティング株式会社 パートナー 八子 知礼 （M2M・ビッグデータWG 事務局）  
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これまでの議論概要 

▐ ビッグデータを軸に、Ｍ２Ｍの領域まで拡大したＷＧ活動を目指します。よって、ビッグデータ活用の
出口を定義した上で、そこに必要なデータソース、課題を抽出し、さらに必要となるＭ２Ｍとしての
要件、システム等を検討していきます。 

① ビッグデータの活用領域、利用目的と利用用途等を検討・抽出 

② ビッグデータのTo-Beモデルを作成し、そこから課題と施策の抽出 

③ ビッグデータを軸にしたM2Mの適用モデルを検討し、同時に課題と施策を抽出 

④ ビッグデータとM2Mの標準のシステムモデルと技術マップ及びインタフェースを検討 

⑤ ビッグデータとM2Mの実証実験の検討と実施 

（継続） ビッグデータの利用できる参加企業内、他WGとオープンなデータソースの抽出と整理 

※ビッグデータとM2Mは「系横断」という位置付けもあり、他のクラウドWGとの連携も活動の中で 

 取り込む 

ＷＧ活動① 
ビッグデータの活用領域 

利用目的・用途 
の検討 

ＷＧ活動② 
ビッグデータの 
To-Beモデル 

の作成と課題抽出 

ＷＧ活動③ 
M2Mの 

適用モデル 
の作成と課題抽出 

ＷＧ活動④ 
システムモデル、 

技術マップと 
インタフェースの検討 

ＷＧ活動（継続） 
データソースの抽出と整理 

ＷＧ活動⑤ 
ビッグデータ 

とM2M 
の実証実験 

M2M・ビッグデータWGの活動の流れ 

活動状況：ＷＧ活動①、ＷＧ活動②及びＷＧ活動（継続）を議論中 
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参考：ＷＧ活動① 

▐ 本活動で、「ビックデータの活用・利用」について検討していくテーマ案を各社 

  から提出して貰い、議論・精査中（以下は、抜粋資料） 
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今後の方向性 

▐ 年度内は、計画通りＷＧ活動①、②と「継続」の議論を中心に実施 

▐ その中で、参加企業が活動に意味を見出せる「具体的な活動」に落とし込む 

▐ 次年度の計画へと繋げていく 

 

▐ ＷＧ内での会合では、Ｍ２Ｍ・ビッグデータの有識者との意見交換的なものも 
開催を検討 

▐ 次年度に、「自治体等のデータのオープン化」と協調した活動を実施することで、
より具体的な活動を展開 

▐ 他ＷＧとの「横串」の活動も、整理し実施 

▐ 他の関連団体との情報交換またはリエゾンも検討し実施 

 

▐ 次回の第３回の会合は、２０１３年１月２９日に開催予定 


